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	二冊目は『分子間力と表面力』(J.N. イスラエルアチヴィリ著 ; 近藤保, 大島広行訳)という本です。この本は大学の研究室の先輩から借りました。初めは地球の周りを衛星が回っていることと、原子の周りに電子が回っていることは同じだという説明から入ります。そのままどんどん引き込まれていって、気づけば分子と分子が隣り合う時どんな力が働くのか、粒子同士がくっつく時にどんな力が働いているのか、表面がザラザラになっていたらどうくっつくのか、などディープなところまで話がどんどん進んで行きます。本の流れに流されて...

